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　子牛の呼吸器疾患（以下、呼吸器疾患）は成
牛に比べ病態の進行が速く、死廃による直接的
な損失に加え、発育不良や飼料効率の低下に伴
う肉質の低下や繁殖への供用遅延といった間接
的な損失も大きいため、生産現場では下痢症と
ともに経済的被害の大きな疾病と位置付けられ
ている。
　国内の乳用・肉用牛の飼養戸数は年々減少傾
向にある一方、一戸当りの飼養頭数は増加傾向
にある。面白いことに呼吸器疾患の発生事故件
数も年々増加傾向にあり、一戸当りの飼養頭数
と同調する傾向がある。
　呼吸器疾患はウイルスや細菌、真菌、マイコ
プラズマなど様々な病原微生物が原因となる
が、単独の病原微生物よりもウイルスや細菌、
マイコプラズマ等の複数の病原微生物による混
合感染の場合が多く、それらが相加的・相乗的
に病態を悪化させている。
　呼吸器疾患の発症に病原微生物が関与してい
ることは疑うまでもないが、それ以外に離乳や
輸送、換気といった環境要因と生体の防御機能

といった 3 要因が相互に複雑に絡み合って発症
することから牛呼吸器病症候群（BRDC：Bo-
vine Respiratory Disease Complex）とも呼ば
れている。原因が様々なため、制御するには原
因となる病原微生物、環境要因、生体の 3 者を
的確に捉え、適当な飼養管理や治療、予防を講
じることが必要である。
　最近では、より正確に病態を把握するために
X 線検査だけでなく超音波検査を用いた方法も
検討されつつある。
　本疾病は、多くの臨床獣医師が生産現場で遭
遇するが、診断および治療方針の現状について
の情報は十分とは言えない。しかしながら、
2011 年度に行われた本学会アンケート事業に
よって、全国の臨床獣医師の協力のもと「子牛
の呼吸器疾患の診断、治療、予防に関する全国
アンケート（本学会誌 1 巻 2 号掲載）」が実施
され、全国の子牛における呼吸器疾患の診断や
治療、予防の縮図を示すことができた。今回は、
その際得られた情報を基に集計を行った結果、
さらに詳細な情報が得られたので報告する。
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